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 木下　登 　名誉教授　略歴・業績 
 略　　歴 
 1948年 8月 19日 愛知県に生まれる 
 1972年 3月 南山大学外国語学部イスパニヤ科卒業 
 1977年10月 サラマンカ・カトリック大学哲文学部哲学科卒業 
 1979年 6月 サラマンカ・カトリック大学大学院哲文学研究科
 哲学専攻博士課程単位取得満期退学 
 1985年 4月 南山大学外国語学部イスパニヤ科講師（1994年 3月まで） 
 1994年 4月 南山大学外国語学部イスパニヤ科助教授（1998年 3月まで） 
 1998年 4月 南山大学外国語学部イスパニヤ科教授（2000年 3月まで） 
 1999年 4月 南山大学外国語学部イスパニヤ科長（2000年 3月まで） 
 2000年 4月 南山大学外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科教授
 （改組による学部所属変更）（2017年 3月まで） 
 2000年 4月 南山大学外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科長（2002年 3月まで） 
 2000年 4月 南山大学評議員（2011年 3月まで） 
 2002年 4月 南山大学大学院外国語学研究科長（2006年 3月まで） 
 2002年 4月 南山大学外国語学部長（2008年 3月まで） 
 2004年 4月 南山大学大学院国際地域文化研究科長（2008年 3月まで） 
 2005年12月 南山学園評議員（2011年 11月まで） 
 2008年 4月 南山大学副学長（国際担当）（2011年 3月まで） 
 2008年 4月 南山大学国際教育センター長（2011年 3月まで） 
 2013年 4月 南山大学評議員（2014年 3月まで） 
 2017年 3月 南山大学退職 
 2017年 4月 南山大学名誉教授 
 学　　会 
 スペイン・イベロアメリカ哲学史学会（サラマンカ大学内）
分科会座長（1984.9/1986.9） 
 日本イスパニヤ学会会員（1984.10～現在に至る） 
 日本・スペイン・ラテンアメリカ学会（CANELA）理事（1989.5～ 2003.4） 
 スペイン思想学会（マドリード大学内）編集委員（1996.9～ 2006.6） 
 日本・スペイン・ラテンアメリカ学会（CANELA）会長（1999.5～ 2003.4） 
 日本イスパニヤ学会（AJH）会長・代表理事（2002.4～ 2004.3） 
 日本イスパニヤ学会（AJH）会長・代表理事（2016.4～現在に至る） 
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 業　　績 
 〈著書〉 
 1．El pensamiento filosófico de Domingo Gundisalvo ［単著］（Ediciones Universidad Pontificia de 
Salamanca，1988），158 pp.
2．『カタルーニャ・ロマネスクの道』［日本語版監修・翻訳］（Generalitat de Catalunya, Departament de 
Comerç, Consum i Turisme, Barcelona，1988）， 16 pp.
3．「スペインの食卓」［単著］，『スペイン・ラプソディ』［荻内勝之］（主婦の友社，1989）， pp. 172―
178
4．『スペイン』［監著］（海越出版，1990），pp. 161―194
5．「サラマンカ，コルドバ，サンティアゴ・デ・コンポステーラ」［単著］，『NHKラジオ・スペイ
ン語講座』，（日本放送協会，1991），pp. 53―76，61―90，55―78
6．『紫陽花色のスペイン』［木下登（文） 田沼武能（写真）］（全国書籍出版，1992），116 pp.
7．『スペイン語の手紙』［単著］（白水社，1993），238 pp.
8．『ルイス・ビーベス―哲学者の責務―』［監訳］ （全国書籍出版，1994），247 pp.
9．『ポルトガル語・スペイン語対照　ガリシア語会話』［共著：富野幹雄］ （大学書林，1995），170 
pp.
10．『吹き抜ける風：スペインと日本，ちょっと比較文化論』［単著］（行路社，1995），168 pp.
11．「ドミニクス・グンディサリヌスの学問分類―西洋 12世紀におけるその思想革新の一側面―」［単
著］，『中世の学問観』（編者：K.リーゼンフーバー），（創文社，1995），pp. 149―166
12．『メディア・ナランハ』［共著：カルメン・パボン /角田哲康］，（大学書林，1997），62 pp.
13．「スペインの思想」［単著］，『スペイン学を学ぶ人のために』（世界思想社，1997），pp. 207―228
14．ペドロ・シモン SVD『美しくたくましく』（1985年），『希望と喜び』（1986年），『明日への輝き』
（1987年），『人間の尊厳のために』（1992年），『南山，21世紀に向かって』（1996年），『南山学
園の明日』（1999年），『福音と教育』（2000年）［共編：川上誠 SVD /伊東聡子］， （南山短期大学
/南山キリスト教教育センター）
15．“Xavier Zubiri en Japón”［単著］，Balance y Perspectivas de la Filosofía de X. Zubiri，（Editorial 
Comares, Granada，2004），pp. 805―812
16．La teología de la liberación en Japón ［単著］，Historia, ética y ciencia. El impluso crítico de la 
fi losofía de Zubiri,（Editorial Comares, Granada，2007），pp. 529―534
17．「スペインの現代思想」［単著］，『現代スペイン読本』（丸善 , 2008），pp. 126―135
18．『スペイン文化事典』［共著］，（丸善，2011），pp. 492―493，520―521，526―527，534―535
19．『新版 スペイン語の手紙―Ｅメールと手紙の書き方―』［単著］（白水社，2013），236 pp.
20．ミルチャ・エリアーデ『ポルトガル日記 1941―1945』［共訳 :奥山倫明 /宮下克子］，（作品社，
2014），484 pp.
21．“Kitaro Nishida ante Leibniz: En torno a su estudio 《Guiado por la armonía preestablecida hacia una 
ﬁ losofía de la religión》” ［Coauthor : Tomonori Kinoshita］，Juan A. Nicolás （et al.），La monadología 
a debate: Razón, Ciencia e Historia en Leibniz, （Editorial Comares, Granada, 2015），pp. 301―303
22．“Ortega en Japón: expansión de su ideología” ［Coauthor ：Tomonori Kinoshita］, Actas del II 
Congreso Internacional sobre el español y la cultura hispánica en Japón, （Centro Virtual Cervantes 
http://cvc.cervantes.es/ , 2015），pp. 85―89 
23．POPOL VUH Las antiguas historias del Quiché ［Revisión de la traducción al japonés / 監訳］，（Edición 
bilingüe / 西日対訳版　スペイン語訳 アドリアン・レシーノス / 日本語訳 林屋永吉 / 挿画 ディ
エゴ・リベラ / 書評 三島由紀夫， Ed. Fondo de Cultura Económica, Ciudad de México，2016）, 
615 pp.
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24．「スペイン語学文学系学会・研究会の国際交流と発信発信」［単著］，『日本発多言語国際情報発信
の現状と課題』［編者：砂岡和子 /室井禎之］，（朝日出版，2016），pp. 73―80
25．“The role of Japanese learned societies in Spanish language and international exchange os Spanish 
and Latin American culture in Japan” ［単著］， The teaching of foreign languages in Japan and 
international academic activities, （朝日出版， 2017），pp. 105―111 
26．「1936年のウナムーノ」［単著］，『スペイン内戦（1936―39）と現在』［編者：川成洋 /渡辺雅也
/久保隆一］，（ぱる出版，2018），pp. 481―492
 〈研究論文〉 
 1．“Análisis ﬁ losóﬁ co de la obra de Domingo Gundisalvo: De processione mundi ［単著］，（Universidad 
Pontiﬁ cia de Salamanca，1977）, 137 pp.
2．“Notas sobre el pensamiento actual japonés” ［単著］，Cuadernos salmantinos de filosofía, 
（Universidad Pontiﬁ cia de Salamanca, 1984），pp. 637―644
3．「オルテガにおける『信念』の概念をめぐって」［単著］，『アカデミア』人文・社会科学編 44号
（1986/01），pp. 1―18
4．“La presencia de la ﬁ losofía española en Japón―en torno a M. de Unamuno―”［単著］，Actas del V 
Seminario de la Filosofía Española e Iberoamericana （1988/05），pp.275―282
5．“La contribución ﬁ losóﬁ ca de la Península Ibérica en el siglo XII”［単著］，Cuadernos de CANELA 
1（1990/12），pp. 10―42
6．「オルテガの合理主義哲学批判と生・理性について」［単著］，『アカデミア』人文・社会科学編
53号（1991/01），pp. 55―79
7．「ハビエル・スビリと『近代哲学』の破綻―現象学を前にしてのスビリとオルテガ（1910―1936）―」
［単著］，『アカデミア』人文・社会科学編 59号（1994/01），pp. 89―118
8．「ハビエル・スビリの実在哲学―ハイデガーとの紙上論争を通して―」 ［単著］，HISPÁNICA 40
号（1996/12），日本イスパニヤ学会，pp. 212―225
9．「ハビエル・スビリの根源的実在論における方法と基本概念の形成」［単著］，『アカデミア』人文・
社会科学編 65号（1997/01），pp. 117―145
10． 「ハビエル・スビリにおける『人間と神』について―《レリガシオン》（religación）をめぐる一考察―」
［単著］，『アカデミア』人文・社会科学編 66号（1997/02），pp. 133―147
11．「ルイス・ビーベスとヨーロッパ ―平和思想をめぐる一考察―」［単著］，『南山大学ヨーロッパ
研究センター報』第 3号（1997/03），南山大学，pp. 69―92
12．「現代スペインの思想状況―ハビエル・スビリ『感覚的知性』を中心として―」［単著］，『アカデ
ミア』人文・社会科学編 64号（1998/01），pp. 159―175
13．「スペイン思想の 20世紀―ハビエル・スビリの最後の言葉をめぐって―」［単著］，『ヨーロッパ
研究センター報』第 7号（2001/03），pp. 67―74
14．「アメリコ・カストロの思想―アンドレス・アモロスとの対話から―」［単著］，『南山大学ヨーロッ
パ研究センター報』第 8号（2002/03），pp. 31―50
15．「ハビエル・スビリとラテンアメリカ ―スビリ思想のラテンアメリカにおける受容についての一
考察―」［単著］，『アカデミア』人文・自然科学編第 6号（2013/06），pp. 33―47 
〈学位〉
1977年 10月 哲文学修士（哲学）サラマンカ・カトリック大学／スペイン国文部科学省
1982年 1月　哲文学博士（哲学）サラマンカ・カトリック大学／スペイン国文部科学省
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社会貢献
1990年 3月  CBC（中部日本放送）・Antena 3（スペイン初の民間テレビ放送局）姉妹
提携コーディネーター
1992年 5月  三重県知事文化担当顧問（三重県・スペイン国バレンシア州姉妹提携
締結）
1994年 4月―2004年 3月 株式会社「志摩スペイン村」アドバイザー
2003年 4月―現在に至る 社会福祉法人聖霊会聖霊病院評議員
2005年 3月―2005年 9月  2005年日本国際博覧会「愛・地球博」 スペイン国プログラム「スペイン文
化と現代：経済資産」（スペイン国万国博覧会公社＋同セルバンテス協会
＋オルテガ・イ・ガセット財団＋南山大学）コーディネーター
2010年 4月―現在に至る スペイン国営セルバンテス文化センター東京《スペイン語の展望台》委員
2014年 1月―現在に至る 日本サラマンカ大学友の会常務理事
2014年 4月―現在に至る 日本スペイン協会スペイン語検定試験中央委員会委員
2017年 4月―現在に至る 特定非営利活動法人「愛・知・みらいフォーラム」理事
